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平成２０年度真室川町のバランスシートの概要 

 

は じ め に 

これまでの単年度ごとの決算書は、主に歳入と歳出（１年間の収支状況）を表したものであり、過

去の積み重ねにより町の財産はどのくらいになったのか、また、そのために借り入れた金額はどの

くらいになったのか、というようなことについて表すことができませんでした。 

このため、平成 12 年 3 月に総務省（旧自治省）から「地方公共団体の総合的な財政分析に関す

る調査研究会報告書」が発表され、全国の自治体向けにバランスシ－ト作成に関する指針が示さ

れ各地方公共団体が一定の基準でバランスシートを作成、公表を行っています。 

一般的に、バランスシート（貸借対照表）は、企業の債務弁償能力を示したり、期間損益計算の

補助手段とするのに有効とされていますが、地方公共団体の場合は営利活動を目的としていない

ことから、地方公共団体のバランスシートは、将来とも経済的便益や行政サービスを提供する資産

「何がどれくらいあるか」と、その資金調達等のための既存債務「将来の町民が負担する部分がど

れくらいあるか」を対照表示したもので、当町の財務実態をわかりやすく説明するツールとして役立

つものといえます。 

 

作 成 にあたって 

1.作成手法 

平成12年3月に総務省（旧自治省）の「地方公共団体の総合的な財政分析に関する調査研究

会」により報告された手法に基づき作成しています。 

2.対象会計 

総務省が毎年実施している「地方財政状況調査」の対象である普通会計です。病院事業会計

や水道事業会計などは含まれません。 

3.取得原価主義 

固定資産の額を、過去の実際の取得価額で評価するものです。営利活動を目的としない自治

体のバランスシ－トでは、その作成目的に照らし、債務弁償能力の把握に重きをおく時価評価主

義ではなく、経営資源等を的確に表示する取得原価主義を採用しています。 

4.基礎数値 

昭和 44 年度以降の決算統計の数値を基礎数値とし、その他退職手当給与引当金等について

は別途算出しています。 

5.一年基準 

流動・固定の区分は一年基準を採用しています。１年以内に入金又は支払の期限が到来する

ものを流動資産又は流動負債とし、それ以外のものを固定資産・固定負債とするものです。 



6.出納整理期間の取扱 

出納整理期間（4月 1日から 5月 31 日）における出納については、バランスシートの作成基準

日である 3月 31 日までに終了したものとして処理をしています。 

7.有形固定資産及び減価償却 

有形固定資産は、決算統計の数値を基礎として、昭和 44 年度以降に支出した金額の合計額

を取得価格とみなして表示しています。したがって、昭和 43 年度以前に取得した有形固定資産

は含まれていません。また、土地を除く有形固定資産の減価償却費は、使用費目別の主な使途

別に設定した耐用年数に基づき、残存価格を０とする定額法により計算しています。 

 

真室川町のバランスシート 

 平成 20 年度末の真室川町のバランスシートは、資産が 205 億 5,458 万 6 千円（対前年度比△

2.6％）、負債が 77 億 4,196 万 6 千円（対前年度比△3.8％）、その差し引きである正味資産が 128

億 1,262 万円（対前年度比△1.8％）となっています。 

 

（1）資産の部の状況 

資産は、町民の財産として様々な行政サービスを提供するため、町税や長期借入金（地方債）な

どを投入し形成されたものであり、基本的に処分できないものです。 

資産の内訳は、平成20年度末で、土地や建物など（有形固定資産）が181億 5,519万 4千円（対

前年度比△2.5％）で、資産全体の 88.3％を占めており、残りが投資及び出資金、貸付金、基金が

15億399万円（対前年度比△6.0％）、現金・預金、未収金が8億9,540万2千円（対前年度比2.5％）

となっています。 

土地や建物などの有形固定資産を行政目的別に見ると、小・中学校などの教育費が 91 億 6,627

万 2 千円、構成比 50.5％で最も高く、次いで道路、街路などの土木費が 38 億 4,864 万 7 千円、構

成比 21.2％となっています。 

 資産が対前年度比△2.5％となった要因については、平成20年度中に取得した有形固定資産より

も減価償却費の方が大きかったことが挙げられます。 

 

（2）負債の状況 

負債は、資産形成のための調達財源である長期借入金（地方債）など、町民の負担として将来に

わたって返済していかなければならないものです。 

負債の内訳は、平成 20 年度末で、地方債（翌年度償還予定額を除く。）が 57 億 2,279 万 2 千円

（対前年度比△4.1％）で、負債全体の 73.9％を占めており、残りが退職給与引当金 12 億 713 万 6

千円（対前年度比△2.4）、構成比15.6％、地方債翌年度償還予定額8億1,203万8千円（対前年度

比△4.0）、構成比 10.5％となっています。 

負債全体では対前年度比△3.8％・3億 839万 3千円の減となっていますが、この要因として平成



20 年度における地方債などの償還額の方が、各種事業に係る発行額よりも大きかったことが挙げ

られます。 

 

（3）正味資産の部の状況 

正味資産は、将来に財政負担を残さない純粋な資産を表しています。 

資産から負債を差し引いた正味資産の内訳は、平成20年度末で、土地や建物などを取得した際

に国・県から受け入れた補助金が 44 億 7,990 万 6 千円（対前年度比△1.1％）で、正味資産全体の

35.0％となっており、残りは町税等の一般財源で 83億 3,271 万 4 千円（対前年度比△2.2％）、構成

比 65.0％となっています。 

 

バランスシートでわかること 

1.将来必要となる財政負担（財務バランスシート） 

 バランスシートから資金化できない既存の社会資本等の有形固定資産を除外したものが「財務バ

ランスシート」と言われるもので、一般的には「将来の財政負担」（負債総額）の額が、「債務償還の

財源」（流動資産＋投資等）の額を超過します。 

この超過額が「既存の社会資本に対して将来必要となる財政負担」を示しており、社会資本によ

る行政サービスの受益・恩恵を受けることとなる後世の町民が将来の町税、地方交付税等によって

賄っていくことになるものです。 

 

（B）債務償還の財源（流動資産＋投資等） 

23 億 9,939 万 2千円 

（前年度 24 億 7,354 万 4千円） 

 

（A）将来の財政負担（負債合計） 

77 億 4,196 万 6千円 

 

（前年度 80 億 5,035 万 9千円） 

既存の社会資本に対して将来必要となる財政負

担 

（C）＝（A）－（B）＝53 億 4,257 万 4千円  

      （前年度 55 億 7,681 万 5千円） 

 

2.社会資本形成の世代間負担比率 

土地や建物の資産取得の結果を示す有形固定資産の形成に充てられた財源には、これまでの

世代（町民）の税金や国・県補助金などで既に負担された財源と、地方債や債務負担行為のように、

これからの世代が将来にわたって負担（返済）していかなければならない財源とがあります。 

 これらの財源の比率を見てみると、これまでの世代で負担した比率は、平成 20 年度末で 64.0％

（前年度 63.4％）となっており、将来にわたって負担していかなければならない比率は 36.0％（前年

度 36.6％）となります。 

 

（地方債＋翌年度償還予定額）（65 億 3,483 万円） 

有形固定資産合計（181 億 5,519 万 4千円）   

 

・将来負担比率＝ 

 

＝ ３６．０％  

（前年度 36．6％ ） 



［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費 1,133,895

（２）民生費 1,146,955 （１）地方債 5,722,792

（３）衛生費 122,149

（４）労働費 2,340 （２）債務負担行為

（５）農林水産業費 2,548,411 ① 物件の購入等 0

（６）商工費 105,266 ②
債務保証又は
損失補償

0

（７）土木費 3,848,647 債務負担行為計 0

（８）消防費 60,704

（９）教育費 9,166,272 （３）退職給与引当金 1,207,136

（10）その他 20,555

計 18,155,194     固定負債合計 6,929,928

（ うち土地 2,758,204 ）

    有形固定資産合計 18,155,194 ２．流動負債

２．投資等 （１）翌年度償還予定額 812,038

（１）投資及び出資金 263,093

（２）貸付金 570 （２）翌年度繰上充用金 0

（３）基金

① 特定目的基金 454,591     流動負債合計 812,038

② 土地開発基金 212,183

③ 定額運用基金 420,297

基金計 1,087,071   負  債  合  計 7,741,966

（４）退職手当組合積立金 153,256

    投資等合計 1,503,990

３．流動資産

（１）現金・預金 ［正味資産の部］

① 財政調整基金 499,535

② 減債基金 177,288 １．国庫支出金 2,962,211

③ 歳計現金 155,396

現金・預金計 832,219 ２．都道府県支出金 1,517,695

（２）未収金

① 地方税 55,317 ３．一般財源等 8,332,714

② その他 7,866

未収金計 63,183

    流動資産合計 895,402   正  味  資  産  合  計 12,812,620

 資  産  合  計 20,554,586  負 債・正 味 資 産 合 計 20,554,586

※債務負担行為に係る情報 　①物件の購入等に係るもの 0 千円

　②債務保証及び損失補償に係るもの 0 千円

　③利子補給等に係るもの 356,412 千円

　　バ　ラ　ン　ス　シ　ー　ト

借 方 貸 方

（平成21年3月31日現在）

山 形 県 最 上 郡 真 室 川 町

(単位：千円）



(単位:千円、％)

平成20年度 平成19年度 増減額 増減率

1 有形固定資産 18,155,194 18,624,472 △ 469,278 △ 2.5

(1)　総務費 1,133,895 1,173,100 △ 39,205 △ 3.3

(2)　民生費 1,146,955 1,157,382 △ 10,427 △ 0.9

(3)　衛生費 122,149 128,533 △ 6,384 △ 5.0

(4)　労働費 2,340 2,887 △ 547 △ 18.9

(5)　農林水産業費 2,548,411 2,718,016 △ 169,605 △ 6.2

(6)　商工費 105,266 118,673 △ 13,407 △ 11.3

(7)　土木費 3,848,647 3,921,331 △ 72,684 △ 1.9

(8)　消防費 60,704 61,397 △ 693 △ 1.1

(9)　教育費 9,166,272 9,322,375 △ 156,103 △ 1.7

(10) その他 20,555 20,778 △ 223 △ 1.1

　　(うち　土地) 2,758,204 2,740,440 17,764 0.6

2 投資等 1,503,990 1,599,804 △ 95,814 △ 6.0

(1)　投資及び出資金　 263,093 259,393 3,700 1.4

(2)　貸付金 570 570 0 0.0

(3)　基金 1,087,071 1,187,741 △ 100,670 △ 8.5

(4)　退職手当組合積立金 153,256 152,100 1,156 0.8

3 流動資産 895,402 873,740 21,662 2.5

(1)　現金・預金 832,219 785,190 47,029 6.0

(2)　未収金 63,183 88,550 △ 25,367 △ 28.6

20,554,586 21,098,016 △ 543,430 △ 2.6

1 固定負債 6,929,928 7,204,507 △ 274,579 △ 3.8

(1)　地方債 5,722,792 5,967,930 △ 245,138 △ 4.1

(2)　債務負担行為 0 0 0

(3)　退職給与引当金 1,207,136 1,236,577 △ 29,441 △ 2.4

2 流動負債 812,038 845,852 △ 33,814 △ 4.0

(1)　翌年度償還地方債 812,038 845,852 △ 33,814 △ 4.0

7,741,966 8,050,359 △ 308,393 △ 3.8

1 国庫支出金 2,962,211 2,883,934 78,277 2.7

2 県支出金 1,517,695 1,643,053 △ 125,358 △ 7.6

3 一般財源等 8,332,714 8,520,670 △ 187,956 △ 2.2

12,812,620 13,047,657 △ 235,037 △ 1.8

20,554,586 21,098,016 △ 543,430 △ 2.6

正　味　資　産　合　計

負債・正味資産合計

バランスシート項目別増減比較表

項 目

資 産 合 計

負 債 合 計

資産の部

負債の部

正味資産

の　　部



有形固定資産明細表（20年度）
（単位：千円）

取得価額 減価償却累計額 残存価額
A B A－B

総務費 1,623,746 489,851 1,133,895
庁舎等 398,830 140,535 258,295
その他 1,224,916 349,316 875,600

民生費 1,753,458 606,503 1,146,955
保育所 408,765 219,457 189,308
その他 1,344,693 387,046 957,647

衛生費 266,847 144,698 122,149
清掃費 15,733 7,112 8,621
ごみ処理 669 336 333
し尿処理 0 0 0
その他 15,064 6,776 8,288

環境衛生費 121,527 91,291 30,236
その他 129,587 46,295 83,292

労働費 14,353 12,013 2,340
農林水産業費 7,469,507 4,921,096 2,548,411
造林 558,116 433,844 124,272
林道 1,582,435 1,028,022 554,413
治山 0 0 0
砂防 0 0 0
漁港 0 0 0
農業農村整備 1,757,623 1,455,626 301,997
海岸保全 0 0 0
その他 3,571,333 2,003,604 1,567,729

商工費 411,903 306,637 105,266
国立公園等 0 0 0
観光 105,742 68,992 36,750
その他 306,161 237,645 68,516

土木費 13,196,875 9,348,228 3,848,647
道路 11,065,688 8,514,536 2,551,152
橋りょう 514,301 150,064 364,237
河川 271,412 60,207 211,205
砂防 0 0 0
海岸保全 0 0 0
港湾 0 0 0
都市計画 838,785 341,262 497,523
街路 24,143 22,132 2,011
都市下水路 80,226 52,269 27,957
区画整理 88,833 20,278 68,555
公園 613,245 235,913 377,332
その他 32,338 10,670 21,668

住宅 496,295 271,814 224,481
空港 0 0 0
その他 10,394 10,345 49

消防費 673,102 612,398 60,704
庁舎 0 0 0
その他 673,102 612,398 60,704

教育費 13,718,818 4,552,546 9,166,272
小学校 6,309,280 2,007,376 4,301,904
中学校 2,457,175 1,129,403 1,327,772
高等学校 0 0 0
幼稚園 11,915 231 11,684
特殊学校 0 0 0
大学 0 0 0
各種学校 0 0 0
社会教育 939,681 413,566 526,115
その他 4,000,767 1,001,970 2,998,797

その他 21,447 892 20,555
39,150,056 20,994,862 18,155,194合 計



（単位：千円）

取得価額

道路橋りょう 974,008

街　　  　路 2,611

公営住宅 35,728

小　学　校 104,550

中　学　校 166,878

そ　の　他 1,474,429

合　　　　計 2,758,204

土　地　明　細　表



（借方） （貸方）

資産 負債

205億5,458万6千円 77億4,196万6千円

　将来の世代に引き継ぐ社会資本 　将来の世代の負担となる債務

　○有形固定資産 　○借入金等（町債等）
　　　181億5,519万4千円 　　　65億3,483万円

　○退職給与引当金
　　　12億713万6千円

　債務返済の財源 正味資産
　○投資等 128億1,262万円
　　　15億399万円 　これまでの世代負担

　○国庫支出金
　○流動資産 　　　29億6,221万1千円
　　　8億9,540万2千円 　○県支出金

　　　15億1,769万5千円
　○一般財源等

　　　83億3,271万4千円

計　205億5,458万6千円 計　205億5,458万6千円

【住民一人当たりのバランスシート】
総額を家庭になぞらえて住民一人当たりに置き換えてみました。
（平成21年3月31日現在の人口９，５５２人）

（単位：千円）

借方 貸方

　【有形固定資産】
　　所有しているマイホームや土地等

　　1,901千円　（前年度1,912千円）

　【投資等】
　　友人への貸付金や目的が決まっ
　　ている定期預金など

　　157千円　（前年度164千円）

　【流動資産】
　　現金や普通預金など

　　　94千円　（前年度90千円）

　【固定負債、流動負債】
　　マイホーム・車等のローン残高

　　811千円　（前年度826千円）

　【正味資産】
　　資産形成のために既に支払った
　　親からの援助金や自己資金

　　1,341千円　（前年度1,340千円）

合計　　２，１５２千円
（前年度2,166千円）

合計　　２，１５２千円
（前年度2,166千円）

【平成２０年度の真室川町バランスシート（分析）】

借入金

今まで学校、道

路等を建設する

ための財源とし

て町が国等に借

金しているお金

の残額です。

現金のほか、必

要時にすぐに現

金化できる基金。

町税等納めても

らうお金のうち、

まだ納入されて

いないものです。

関係団体への出

資金や地域福祉

基金など蓄えて

いるお金です。

今までに学校、道

路等を建設するた

めに使ったお金のう

ち、国や県からの

補助金や、地方交

付税・税金等の町

のお金の総額です。

退職給与引当金

町の職員が年度

末に全員退職した

場合の退職金です。

今支払うものでは

ありませんが、将

来発生するものと

して負債に計上し

ています。

学校、道路等建

設的な事業に使

われたお金の総

額です。道路や

建物等の建設は

減価償却をして

います。




